
京都看護大学卒業後調査
2020年（2018卒）

実施期間：2020年6月10日～6月30日
実施方法：Webアンケート
配 布 数：89
回 収 数：24
回 収 率：27.0％



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.得られた情報をもとに、ケアの受け手の全体像としての課題をとらえること

ができる。

2.ケアの受け手の状況から緊急度をとらえることができる。

3.ケアの受け手の個別性を考慮しつつ標準的な看護計画に基づきケアを実践す

る際に必要な情報を得ることができる。

4.ケアの受け手に対してケアを実践する際に必要な情報を得ることができる。

5.ケアの受け手の状況に応じた援助ができる。

6.ケアの受け手を取り巻く関係者の立場や役割の違いを理化したうえで、それ

ぞれと積極的に情報交換ができる。

7.関係者と密にコミュニケーションを取ることができる。

8.看護の展開に必要な関係者を特定できる。

9.看護の方向性や関係者の状況を把握し、情報交換できる.

10.ケアの受け手や周囲の人々の思いや考え、希望を意図的に確認することがで

きる。

11.確認した思いや考え、希望をケアに関連づけることができる。

できる どちらかというとできる どちらともいえない どちらかというとできない できない

Q1 次に示す看護実践能力は、「看護師のクリニカルラダー
（日本看護協会版）のレベルⅡの内容です。今のあなたの看護
実践能力に最もあてはまるものひとつを選択してください。



Q2 本学では次に示す6つの能力を目標に学部教育を行っています。
これらの能力を臨床の現場でどの程度発揮しているか最もあて
はまるものひとつを選択してください。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.科学的思考力

2.探究力と生涯学習能力

3.全人的人間理解

4.ケアリングとコミュニケーション

5.職業倫理と人権擁護

6.適切な看護実践

発揮している どちらかというと発揮している

どちらともいえない どちらかというと発揮できていない

発揮できていない



Q3 中央教育審議会答申や経済産業省が提唱する「社会人基礎力」
について、どの程度身についているか最もあてはまるものひとつを
選択してください。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.主体性

2.働きかけ力

3.実行力

4.課題探究力

5.計画力

6.創造力

7.発信力

8.傾聴力

9.柔軟性

10.状況把握力

11.規律

12.ストレスコントロール力

身についている どちらかというと身についている どちらともいえない

どちらかというと身についていない 身についていない



Q4 本学の進路・就職サポートについて、最もあてはまるもの
ひとつを選択してください。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.就職・進学について相談体制が整っていた

2.将来の進路について考える教育が充実していた

3.就職・進学の資料や情報が豊富であった

4.インターンシップなどの案内が充実していた

5.就職ガイダンスは将来を考えるうえで役に立った

6.国家試験対策に関する支援は役に立った

そう思う どちらかというとそう思う どちらともいえない どちらかというとそう思わない そう思わない



Q5 京都看護大学に対するあなたの思いについて、最も
あてはまるものひとつを選択してください。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.京都看護大学に愛着を持っている

2.看護系大学を目指す人に京都看護大学を勧めたい。

3.京都看護大学に在学したことを誇りに思う。

そう思う どちらかというとそう思う どちらともいえない

どちらかというとそう思わない そう思わない



Q6 今後のキャリア発達について、あてはまるもの全てを
選択してください。
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Q7 本学について今後さらに期待することについて、
最もあてはまるものひとつを選択ください。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.教育カリキュラムの充実

2.臨床・臨地との協力

3.図書館の充実

4.公開講座の充実

5.卒後の教育支援

6.研究機関としての発展

7.地域貢献

8.大学からの情報発信

期待する どちらかというと期待する どちらともいえない どちらかというと期待しない 期待しない


